
発　行◆社団法人横浜市商店街耗連合会

発行人◆岡野誠一

千 231-8575横浜市中区万代町2-4-7横浜市技能文化会館5常

TEL 045-662-0874　FAX 045-662-5888

eメ-ル　kato@yokohama-syoutengal com

制　作◆有限会社商店街情我センター

市商連HP httpJ/vw.yokohama-syoutengal.con/

.-
6月4日(土)､剛健決定J
震災に負けるなJJ

横浜"震卿l 5 I)円商店街

商店街活性化に
活用したい行政施策

本号の主な内幸◆ 1-3-【特集]商店街活性化に活用したい行政施策　4-[必活I商店街仕掛け人]中区･中華街関帝廟通り会･官谷常夫さん　5⇒乗
災支援]中区　山元町二丁日商栄会｢横浜　山元町から､宮城･山元町｣へー会員ら10人が3台の幸で支援物資を搬送　6- [フロム市商連]予
算総会&決算総会/アイメイト協会に寄付【フロム市役所]震災対策のため緊急融資を実施しますl /任意商店街が法人格の取得により更に強力
になります　7- [REPORT]瀬谷区･三ツ境商工会｢きっかけを与えられたおかみさんたち一イベント運営の楽しさ実感｣ 8- [NEWS】

1　よこはま市商連159号e20ll｡5

ほ
ぼ
す
べ
て
の
事
業
に
ー
轟
制
度

制
度
の
活
用
法
な
ど
聞
け
る
相
談
制
度
も

｢
商
店
街
を
何
と
か
し
た
い
が
'
問
題
が
多
岐

に
渡
る
L
t
本
業
に
追
わ
れ
る
自
分
た
ち
だ
け

で
は
難
し
い
｣
と
い
う
場
合
､
相
談
に
乗
っ
て

(

く
れ
'
内
容
に
よ
っ
て
は
補
助
金
ま
で
出
し
て

く
れ
る
支
援
機
関
が
い
-
つ
も
あ
る
｡
市
内
商

店
会
役
員
に
と
っ
て
は
'
も
っ
と
も
身
近
で
強

力
な
支
援
機
関
で
あ
る
横
浜
市
経
済
局
商
業
振

興
課
で
は
'
表
-
(
3
ペ
ー
ジ
参
照
)
　
の
よ
う

な
事
業
を
用
意
し
て
い
る
｡
イ
ベ
ン
ト
'
街
路

灯
の
設
置
･
維
持
'
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
情

報
発
信
'
個
店
の
魅
力
づ
く
り
'
空
き
店
舗
活
用
'

駐
車
場
･
会
館
･
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憩
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西
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す
る
会

r
ヨ
コ
ハ
マ
市
民
ま
ち
並
真
相
事
業
｣
に
採
用
さ
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が
あ
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｢
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｢
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｢
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｣
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～
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ニ
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あ
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イ
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◆商業活t封ヒアドパイザ-派遣事業-一分野ごとに専門家の指導

独立行政法人中小企業基盤整備機構(以下､中小械構)の一事業で､ハードか

らソフトまで各分野ごとに登録してある多数の専門家から実務的なアドバイスが

受けられる｡アドバイスの内容は､ (1)活性化計画等の策定､ (2)イベント等集客力

向上､ (3)その他､活性化について､事業計画づくりの方法と具体的な進め方､実

行上の留意点､実施体制づくり､個店指導(商店街の活性化につながるもの)､資

金計画､その他の諸問題など｡

1商店会あたり年間の派遣回数は､ 5回(1回あたり連続5日以内)まで｡年

間3日以内までは無料､ 4日を超えた分は､ 1人日あたり1万27m円を負担する.

【連絡先】中小機構まちづくり推進課(電話03-5470-1632)

◆中小商業活力向上事業.一･.最高2億､描肋率最大3分の2

商店会等において社会課題(注1)に対応する事業を実施した結果､実施前に

比べ､集客力向上又は売上増加の見込める施設整備事業又は活性化支援事業が対

象(土地の取得以外の殆どの経費は対象となる)0

■ヽ

′ヽ

(注1 ) (1)少子化､ (2)高齢化､ (3)安全･安心､

(4)地域資源活用･農商工連携､ (5)創業･人材､

(6)環境｡

申請資格は商店街振興組合､事業協同組合

(以上はソフト､ハードいずれも可｡以下はソ

フトのみ)､一般社団法人､ NPO､民間事業

者(定款等により代表者､財産管理等の取扱
いが整備されている者)､商工会議所等｡

補助額は100万円～2億円｡補助率は､ (1)

1つの社会課題に対応した事業- 3分の1 ､

(2)複数の社会課題に対応した事業- 2分の

1､ (3)複数の社会課題に対応した事業のう

ち､地域商店街活性化法の認定計画に位置づ

けられた事業- 3分の2｡

応募する場合は､市の商業振興課を通じて､

要望書等の関係書類を関東経済産業局に提

出する｡今年度分の一次募集は締め切られた

が､予算枠が残っている場合は追加募集があ

る｡

青葉区の青葉台連合商店会は､
09年と10年度にこの事業の指
定を受けて､情報紙発行(写真)
やデジタルサイネージ(電子看
板)を設置した

*事業の説明から申請まで支援

中小商業活力向上事業については､ ｢地域商店街活性化法｣の認定を得ると補

助率が上がるなどの特典がある｡その詳細や申請手続きなどについては､ (秩)全

国商店街支援センターに｢支援パートナー派遣事業｣というきめ細かい支援制度

がある｡

詳細は電話(03622813061)または同センターのホームページで｡

*留意点

この事業とは別だが､緊急景気対策として商店街活性化事業の補正予算がつく

場合もあるので､実施したい事業がある場合は､事業計画をまとめておき､募集

が発表されたらすぐに対応できるようにしておきたい｡また同じ事業でも年度に

より条件等が異なることもあるので注意が必要だ｡

以上のほか､神奈川県の｢地域まちづくり稔合支援事業｣､ (樵)全国商店街支

援センターの｢商店街活動研修､テーマ別研修､個店研修｣など活用できる事業
は少なくない｡
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受
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す
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介
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｢
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｢
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近
な
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ハ
ー
ド
整

備
｣
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る
2
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テ
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実
施
'
毎
年
5
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I
件
あ
た
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最
高
5
0
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す
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｡
西
柴

団
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愛
す
る
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I
年
余
り
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か
け
て
準
備
'
住
民
1
5
0
0
人
の
ア
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ケ
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ト
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メ
ン
バ
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で
3
5
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集
め

る
な
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さ
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'
8
年
度
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れ
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｡
こ
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鶴
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･

豊
岡
商
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空
き
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舗
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コ
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テ
ィ
ー
カ
フ
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と
し
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開
設
す
る
'
主
婦
を

中
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と
し
た
グ
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ー
プ
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ラ
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さ

れ
'
さ
-
ら
茶
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と
同
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-
昨
年
5
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に
開

店
､
最
近
も
賑
わ
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を
み
せ
て
い
る
と
い
う
｡

*
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こ
れ
ら
の
商
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に
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の
主
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ル
ー

プ
が
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を
立
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上
げ
て
い
る
｡
プ
ロ
の
商

人
集
団
で
､
空
き
店
舗
情
報
に
も
'
地
域
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ニ
ー
ズ
に
も
詳
し
い
商
店
会
な
ら
も
っ
と
大

き
な
事
業
を
軌
道
に
乗
せ
て
不
思
議
は
な
い
｡



商店街活性化に活用したい行政施策

表1 2011年度横浜市の商業振興施策概要　抜粋(主に商業振興課関連)

事業名 �>�vR�提出期限 �/���i%99b�

商店街活性化イベント助成 傅I5挨�*ｨ��邵+x.�487�986xﾆ��,ﾈ自YH/�^(��i>��区により異なる 丿Xｾb�

区内イベント �,ﾉ%�耳ⅹ5���-�Z��Hⅹ5�ⅹ9h･仞i>�,ﾈⅹ5��*｢���柯+X,I�y�H+8.ｨ+ﾙ&9�ﾈ*ｩ���ｶ��

安全.安心な商店街づくり 冉鵜h���X��決�2隘延�9H査鰄ｬyyﾘ,i5云ﾉ¥)5夷8,ﾂ�6月30日 丿Xｾb�

事業 �5�9H/���ﾈ�,唏･延�9H,ﾉ6Hｴ2�4ｸ5閲��,ﾈ自YH/�^"���TH,�,x�4x6ﾉ6HｸX諍w�,ﾈ�ｨﾘx,ﾙtHｿf��

商店街ソフト支援事業 ��饑�鐫�7ﾘ6(7b艱�9�,ﾈﾞﾉ�ﾈ.(487�986x決､�,ﾈﾇ����6月30日 傅Hｼi�Xｻｸ擺�

(1)プラン実践 �4�5ﾈ7H6x馼ｼh*ｩ���ｸ�ｹd��ﾈⅹ5��,ﾙtHｿf�-ﾈ+ﾚIZ���Hⅹ5���-�ｾhⅹ��.��ﾉ��&��

商店街ソフト支援事業 ��Xｧy9�,i��ﾆx+X,JHⅹ5挨葵��ｸ嶌,偃h.��x-韜hｼhﾆ��6月30日 傅Hｼi�Xｻｸ擺�

(2)商学連携支援 儂�,ﾈ自YH/�^(���

商店街ソフト支援事業 傅I5稲X*ｩ]ｹtﾈ+x.�&ﾘ�.(ｵｨ��/�x挨逸(,�6�*h.�+ﾘ-��12月15日 傅Hｼi�Xｻｸ擺�

(3)商店街(個店)の魅力 �,ﾈﾗXﾜ�､ｨﾜ8ﾆ��,ﾈ自YH/�^(��I5���-�ⅹ5��ﾂ�
UP支援 倡S95云ﾈ決�8,X竧.��x-��ｨﾘx.����ｸ,��ｲ�

商店街と個店の相談 傅I5��.(ﾌ)5�,Xｯ9eﾘ+X,H*(.�+�,h.)E�-ﾘ,�,x,ﾉ�ｩ&ｸ,��呵+jI�ｩnX徂,ﾉF位ﾚHﾊH�2韋ｸ��9佝��,ﾈ自YI^(���随時 傅Hｼi�Xｻｸ擺�

空き店舗活用 倡9>�ⅹ5挨�>�ｿ8*ｹ5云ﾈ/�ｨ駅�+X,I�霈h+x.兩ｲ偉)�ﾊB�第1回4月4日､ 傅Hｼi�Xｻｸ擺�

中小企業､商店会､NPOほか)に提出してもらい､ ��c(��hﾈ�(b�

選定したプランの創業費及び家賃の一部を支援o 偸ｲ�

商店街環境整備支援 傅I5��*ｨﾗ8*H･延�9H.)f鵜h4ｨ8�8唔)8棈�ｪI]ﾉ�Y9��今年度補助金 傅Hｼi�Xｻｸ擺�

のハード整備にかかる経費の一部を補助o前年度の8 月未までに整備計画認定申請書を提出し､認定を受 けるo ��ﾉ��ﾈ�#�?｢�

商業組織強化支援 僖8�8,ﾈⅹ5����ﾈ嶌,亊h+x.��ｩ&ｺITｹwh,��+i�ｩnR�随時 倡8ⅹ��顫B�

法人組織設立相談.補助 �h,�.h.傚Xﾋ鶫F位ﾖ��ﾙzx詹��*ｸ,ﾉ�8ﾗ2�ｩYI^(�薬�仂i�Xｻｸ擺�

*各事業の詳細は市商業振興課(電話67112569､ 671-3488. 6714235のいずれか)へ｡

表2　定期的にHPをチェックないしメルマガを購読したい支援機関(抜粋)

横浜市経済局 枚GG��r�6宥堤柳ｶ��ﾖ�ﾆvｧ��V率�����ｦ��

神奈川県商工労働局産業部商業流通課 枚GG��wwr��&Vfｶ�ﾖv�v�ｧ��傭���

横浜商工会議所 枚GG��wwr逍��ﾖF�"讒���

神奈川県中小企業団体中央会 枚GG��wwr�6Ⅲ��椿ｹ¥ｦﾆ�ｾ蛆��&ｧ���

中小企業庁(商業活性化) 枚GG��wwt｣ｦⅣ6�贍WF呈v�ｧ���薬����襷W└�&貭�

経済産業省.関東経済産業局 枚GG�6ﾒ�wv⑦�XｷVv�ｧ���

(独)中小企業基盤整備機構 枚GG��www6ﾗ&｢誚�ｧ���

(秩)全国商店街支援センター 枚GG��wwr�7薮WFV誚�追6�W$ﾄ4���

e-中小企業ネットマガジン配信サービス (毎水曜に最新中小企業施策情報を掲載) 枚GG��uF��鳴ﾖ觚w76ﾖTｦﾆVｧ��ｵ2�7%�&Vv�&貭�
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中区･中華街関守廟通り会

会計富谷常夫さん

賑わう関帝廟通り(今年5月3日)

｢弊財団の解散及び年金共済制度の廃止｣のお知らせ 
｢商店街振興年金共済制度｣ご加入の皆様へ 
永年同共済制度にご加入いただきましてありがとうございます○ 

弊財団は平成25年11月末までに解散することに決定いたしましたo これに伴いまして｢商店街振興年金共済制度｣も平成24年3月末をもちまして廃止すること と致しましたoなお､掛け金のお払込受付は平成23年7月口座振替(8月分)をもちまして 

終了とさせていただきますo 
各お手続き等の詳細につきましては､下記フリーダイヤルまたは､弊財団宛にご照会いた だきますようお願い申し上げます○ 

｢ �*穎(*(ﾘx.ﾘ+�7H8ｨ�ｸ5�488H8ｺ2��y7���X檍��俥�&9d��ﾉ��=��ﾈﾊy(h抦ｮ仂i�Xｻｸﾞ�&2�

篭 �I�ikﾘ5(�ｸ8ｸ5ｨ985��ｲ�����#�ﾓ##2ﾓ3�r�横浜市神奈) 電話:045-31 免ﾈｾi-��*ﾃ))ｩm｣#Rﾓ"�"ﾓS�ヅd�Ε�CRﾓ3�"ﾓS�s2�
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通
り
の
整
備
や
各
店
の
情
報
発
信
力
に
注
力

中
華
街
の
　
角
に
あ
る
中
華
街
関
帝
廟
通
り

会
の
会
計
担
当
役
員
'
富
谷
常
夫
さ
ん
　
(
6
1
｡

理
髪
ト
ミ
店
主
)
　
は
'
同
会
の
活
動
に
関
わ
っ

て
以
来
知
年
が
経
過
し
た
.

富
谷
さ
ん
の
商
店
会
活
動
の
テ
ー
マ
は
､
魅

力
あ
る
街
並
み
づ
く
り
と
'
加
盟
店
個
々
の
情

報
発
進
力
強
化
､
そ
し
て
役
員
の
後
継
者
づ
く

-
｡
特
に
後
継
者
づ
く
り
に
つ
い
て
は
'
｢
自

分
が
引
い
て
､
誰
か
に
任
せ
な
い
と
'
役
員
み

ん
な
が
高
齢
化
す
る
だ
け
｣
と
強
い
危
機
意
識

を
抱
い
て
い
る
｡

◆
r
ち
ょ
っ
と
会
計
を
｣
と
頼
ま
れ
､

3
0
年
替
貝
を
続
け
る

父
親
が
創
業
し
た
理
髪
店
を
手
伝
う
よ

う
に
な
っ
た
の
は
中
央
大
学
卒
業
後
ま
も
な

く
'
3
歳
の
時
だ
っ
た
｡

商
店
街
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
､
3
1
歳
の
時
｡
｢
経
理
に
詳
し
い
よ
う

だ
L
t
ち
ょ
っ
と
会
計
を
手
伝
っ
て
も
ら
え

な
い
か
｣
と
当
時
の
長
老
た
ち
に
頼
ま
れ
た
｡

前
年
'
両
親
が
相
次
い
で
亡
く
な
り
'
商
店

街
の
人
た
ち
に
い
ろ
い
ろ
心
配
し
て
も
ら
っ

た
こ
と
が
頭
に
あ
っ
た
の
で
｢
自
分
で
で
き

る
範
囲
な
ら
｣
と
引
き
受
け
た
｡

会
議
に
き
ち
ん
と
出
た
こ
と
'
経
理
も

き
っ
ち
り
こ
な
し
た
こ
と
な
ど
で
､
理
事
'

そ
し
て
三
役
に
推
さ
れ
て
し
ま
っ
た
｡
そ
の

都
度
｢
若
造
で
す
し
｣
と
辞
退
し
た
が
､
強

く
頼
ま
れ
る
と
｢
生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
だ
L
t

父
親
も
お
世
話
に
な
っ
た
｣
こ
と
か
ら
'
断

り
切
れ
な
か
っ
た
｡

仕
事
を
き
っ
ち
-
こ
な
し
て
い
く
う
ち

に
'
会
長
代
行
で
各
種
の
会
議
に
も
参
加

す
る
よ
う
に
な
り
'
街
並
み
整
備
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
　
(
H
P
)
　
開
設
な
ど
で
は
'

行
政
や
業
者
と
の
折
衝
､
補
助
申

請
や
報
告
書
な
ど
の
書
類
作
成
も

富
谷
さ
ん
が
殆
ど
こ
な
す
｡

通
り
の
装
飾
(
年
数
回
'
の
ぼ

り
を
付
け
替
え
る
)
'
清
掃
(
毎
週

1
回
商
店
街
内
に
あ
る
｢
含
芳
亭
｣

周
辺
を
数
人
で
)
　
な
ど
の
作
業
に

も
必
ず
参
加
す
る
｡

◆
H
P
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

商
店
会
と
し
て
の
課
題
は
'
中

(

華
街
の
中
で
の
差
別
化
｡
中
華
街
全
体
で
は

3
0
0
店
以
上
の
店
舗
が
あ
り
'
そ
の
多
く

が
中
華
関
係
の
料
理
店
'
食
材
店
'
雑
貨
･

み
や
げ
も
の
品
店
｡
そ
の
中
で
い
か
に
関
帝

廟
通
り
に
来
街
'
各
店
に
入
店
し
て
も
ら
う

め
?
.そ

の
有
力
な
武
器
と
し
て
H
P
の
強
化
を

会
員
に
訴
え
て
い
る
｡
横
浜
市
の
支
援
(
プ

ラ
ン
実
践
支
援
事
業
)
　
も
得
て
'
過
去
2
年

間
で
会
の
H
P
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
｡
主

な
改
善
点
は
､
い
加
盟
店
が
会
H
P
内
に
あ

る
自
店
H
P
を
自
分
で
更
新
で
き
る
よ
う
に

し
た
､
の
各
店
が
ブ
ロ
グ
で
情
報
発
信
で
き

る
よ
う
に
し
た
'
伶
携
帯
で
も
H
P
を
閲
覧

で
き
る
よ
う
に
し
た
'
こ
と
｡

ま
だ
活
用
す
る
店
は
少
な
い
が
'
急
死
し

た
あ
る
韓
流
ス
タ
ー
が
死
の
-
週
間
ほ
ど
前

に
自
店
で
食
事
を
し
た
こ
と
を
書
い
た
と
こ

ろ
'
｢
ぜ
ひ
そ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
｣
と
い
う
フ
ァ

ン
が
大
勢
来
店
し
た
と
い
う
中
華
料
理
店
の

ケ
ー
ス
も
出
て
い
る
｡

◆
世
代
交
代
を
麻
う
が
-
･
･
･

未
加
入
店
の
比
率
が
少
し
ず
つ
だ
が
高

ま
っ
て
お
り
'
新
た
な
役
員
の
発
掘
と
と

も
に
富
谷
さ
ん
の
悩
み
の
種
と
な
り
つ
つ
あ

る
｡

方
で
'
｢
現
在
の
執
行
部
で
会
の
活
動

を
こ
な
し
て
い
る
限
り
､
新
し
い
役
員
は
出

て
こ
な
い
｡
出
て
き
て
も
育
た
な
い
｡
後
継

者
の
育
成
も
現
役
員
の
重
要
な
仕
事
｣
と
言

っ
て
､
こ
の
数
年
間
'
理
事
会
な
ど
で
役
員

若
返
り
を
議
蓮
に
し
て
き
た
が
､
新
役
員
の

発
掘
は
進
ん
で
い
な
い
｡
ジ
レ
ン
マ
に
あ
る

富
谷
さ
ん
｡
次
の
　
手
は
-(



｢横浜･山元町から､吉城･山元町｣

会員ら1 0人が3台の車で支援物資を搬送

中区･山元町二丁日商栄会

半壊したJ R常磐線坂元
駅前で被害状況を聞く(こ
の裏側から見た駅の倒壊
度はかなりひどかったと
いう)

一声丁~二三

よこはま市商連159号●2011.55

達
企
業
社
長

渡
辺
さ
ん
は
､
横
浜
市

内
で
I
T
関
連
企
業
を
経

営
す
る
　
方
､
昨
年
か
ら

｢
横
浜
で
働
き
'
生
活
す
る

人
の
姿
を
多
-
の
方
々
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
の
で
､

『
ヨ
コ
ハ
マ
N
O
W
』
　
と
い

う
H
P
を
立
ち
上
げ
た
｣

人
で
も
あ
る
｡

こ
の
H
P
の
呼
び
か
け

で
集
ま
っ
た
支
援
物
資
を

山
元
町
に
直
接
持
っ
て
行

く
と
い
う
話
を
ご
主
人
に

し
た
と
こ
ろ
､
｢
う
ち
の
近

所
の
山
元
町
と
同
じ
文
字

だ
ね
｣
と
言
わ
れ
て
ひ
ら

め
い
た
｡
｢
横
浜
の
山
元
町

横
浜
･
山
元
町
か
ら
搬
送
に

参
加
し
た
1
 
0
人
(
宮
城
県
山

元
町
役
場
前
で
)

*
本
ペ
ー
ジ
写
真
は
い
ず
れ

も
4
月
1
 
7
日
に
撮
影

宮
城
県
の
山
元
町
を
ご
存
じ
の
横
浜
市
民

は
ど
れ
ぐ
ら
い
い
る
だ
ろ
う
｡
山
元
町
は
'

今
回
の
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
市
町

村
の
　
つ
だ
が
､
マ
ス
コ
ミ
で
あ
ま
り
と
り

あ
げ
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
､
支
援
物
資

な
ど
も
少
な
く
'
町
で
は
対
策
に
苦
慮
し
て

い
る
と
い
う
｡

同
じ
地
名
の
市
内
中
区
山
元
町
二
丁
目
商

栄
会
(
以
下
'
商
栄
会
と
略
)
　
で
も
知
ら
な

い
人
が
多
か
っ
た
が
'
同
商
店
街
近
-
に
住

む
渡
辺
桃
伯
子
(
と
も
こ
)
　
さ
ん
の
話
を
聞

い
た
こ
と
か
ら
､
商
栄
会
の
宮
城
県
山
元
町

支
援
活
動
は
始
ま
っ
た
｡

◆
火
付
け
役
は
近
隣
町
内
在
住
の
I
T
閑

の
方
々
に
も
協
力
を
仰
ご
う
｣
｡

た
だ
'
コ
ネ
が
な
い
｡
知
り
合
い
で
､
神

奈
川
県
内
の
商
店
街
に
幅
広
い
人
脈
を
持

つ
'
神
奈
川
区
大
口
通
商
店
街
協
組
の
坪
倉

良
和
さ
ん
　
(
坪
倉
商
店
社
長
･
漬
市
店
主
)

に
相
談
し
た
と
こ
ろ
､
｢
『
商
店
街
仲
間
』
と

い
う
こ
と
で
ア
ポ
を
と
っ
て
み
る
｣
と
即
座

に
仲
介
の
労
を
と
っ
て
く
れ
た
｡

◆
商
巣
会
と
し
て
垂
の
募
集
へ

そ
し
て
3
月
末
に
渡
辺
'
坪
倉
両
氏
と
商

栄
会
の
役
員
数
人
が
会
っ
た
｡
渡
辺
さ
ん
の

話
は
役
員
た
ち
に
強
烈
な
印
象
を
与
え
た
｡

翌
日
､
緊
急
役
員
会
を
開
き
｢
渡
辺
さ
ん
が

現
地
へ
行
く
4
月
4
日
ま
で
の
支
援
物
資
募

集
は
困
難
だ
が
､
応
援
の
署
名
や
メ
ッ
セ
ー

ジ
な
ら
あ
る
程
度
は
集
め
ら
れ
る
｡
物
資
の

募
集
も
期
間
を
ず
ら
せ
ば
可
能
｡
商
栄
会
が

中
心
と
な
っ
て
､
山
元
町
の
町
内
会
に
呼
び

か
け
よ
う
｣
と
な
っ
た
｡
物
資
の
募
集
を
4

(

月
1
0
日
'
現
地
へ
の
出
発
を
4
月
1
6
日
と
決

定
し
'
各
店
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
｡
地
元
の

3
町
内
会
に
も
掲
示
板
や
回
覧
板
な
ど
に
よ

る
告
知
の
依
頼
を
し
て
､
快
諾
を
得
る
｡
加

え
て
'
商
栄
会
や
町
会
の
H
P
で
も
お
知
ら

せ
し
た
｡

反
響
は
大
き
く
'
遠
方
の
方
も
含
め

2
0
0
名
以
上
の
方
が
協
力
｡
出
発
の
4
月

1
6
日
ま
で
に
'
下
着
や
ゴ
ム
手
袋
'
レ
ジ
袋
'

ポ
リ
袋
､
洗
剤
'
シ
ャ
ン
プ
ー
､
リ
ン
ス
､

ひ
げ
そ
り
'
飲
料
水
な
ど
が
2
ト
ン
ト
ラ
ッ

ク
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
集
ま
っ
た
｡

物
資
だ
け
で
な
-
人
材
も
集
ま
っ
た
｡
宮

城
県
山
元
町
の
隣
町
出
身
者
や
'
｢
何
か
協

力
し
た
か
っ
た
｣
と
い
う
区
役
所
職
員
も
現

れ
'
今
回
の
搬
送
ツ
ア
ー
に
加
わ
っ
た
｡

◆
ト
ン
ボ
帰
り
の
強
持
u
車
で
搬
送

4
月
1
6
日
午
後
9
時
'
商
店
街
の
　
角
で
､

赤
い
ジ
ャ
ン
パ
ー
着
用
の
中
年
男
性
1
0
人
が

3
台
の
車
に
乗
り
込
ん
だ
｡
1
0
人
の
う
ち
6

人
は
商
栄
会
の
会
員
､
残
り
4
人
は
非
会
員

の
協
力
者
｡

男
性
た
ち
は
'
2
'
3
時
間
の
仮
眠
を
と
り
'

翌
朝
6
時
半
に
山
元
町
役
場
に
到
着
｡
津
波

被
害
の
ひ
ど
い
沿
岸
部
に
案
内
さ
れ
説
明
を

受
け
た
｡
｢
途
中
で
見
た
小
学
校
2
階
の
図

書
室
は
本
棚
が
倒
れ
､
床
は
一
面
砂
だ
ら
け
｡

音
楽
室
は
ド
ア
が
破
れ
'
楽
器
が
散
乱
し
て

い
た
｣
　
(
こ
の
搬
送
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
､
商

栄
会
役
員
の
鬼
島
勝
治
さ
ん
)
｡

役
場
に
戻
っ
て
､
支
援
物
資
と
義
援
金
約

胡
万
円
の
引
き
渡
し
手
続
き
､
そ
し
て
｢
横

浜
か
ら
来
て
-
れ
た
｣
と
い
う
こ
と
で
役
場

内
に
あ
る
災
害
放
送
局
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

受
け
た
後
'
支
援
物
資
の
集
積
場
所
の
体
育

館
に
移
動
'
自
衛
隊
員
の
協
力
も
得
て
'
搬

入
を
終
え
た
｡

横
浜
に
帰
っ
た
の
は
午
後
4
時
頃
と
い
う

駆
け
足
の
ツ
ア
ー
｡
走
行
距
離
は
道
路
事
情

で
逮
回
-
を
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
9
0
0
キ

ロ
以
上
と
い
う
強
行
軍
だ
っ
た
｡

◆
今
後
も
一
轟
は
息
長
く

物
資
搬
送
後
も
義
援
金
募
集
な
ど
の
支
援

は
続
い
て
い
る
｡

最
初
の
義
援
金
集
計
は
5
月
の
定
例
役
員

会
で
行
い
'
山
元
町
役
場
の
口
座
へ
直
接
送

金
す
る
予
定
｡
義
援
金
募
金
以
外
で
も
'
｢
何

か
で
き
る
こ
と
を
｣
と
検
討
中
｡

ま
た
､
地
元
の
山
元
小
学
校
で
は
6
年
生

を
中
心
に
支
援
活
動
を
行
い
た
い
と
い
う
要

望
が
あ
が
っ
て
お
り
'
商
栄
会
で
は
'
被
災

地
｢
山
元
町
｣
　
の
状
況
を
教
え
て
は
し
い
と

い
う
依
頼
も
受
け
た
｡
近
々
同
小
学
校
に
商

栄
会
役
員
が
説
明
に
行
-
予
定
だ
｡

地
域
住
民
の
商
栄
会
へ
の
好
感
度
は
大
幅

に
上
昇
し
て
い
る
｡



市商連の岡野会長と村上副会長(右端)か
ら寄付金を受け取る､横浜アイメイト支
援基金の和田事務局長(左から2人日)
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横浜市内　問合せ先･縦覧場所･意見書提出先

【横浜市経済局産業立地調整課】 Tel.045-671 12598
URL http://www.clty.yOkohama.jp/me/keizal /JOUreI/rittlhou･html

新設(新設のみ店舗所在区の各区役所区政推進課でも見ることができます) 劍�9yxｯｨｭB闕2�

大規模小売店舗の名称(所在区) ��開店日店舗面積 侈��/��ｯｨﾌ��

(樵)サカタのタネ ��･H23月27 

大規模小売店舗の施設のEt及び運営に艶する変更 � 偬9yxｯｨｭB闕2�

大規模小売店舗の名称(所在区) 偃X,淫ﾉHHｼh�"�侈傚�砡�ｯｨﾌ��

駐車場の収容台数ぴ位置､ 駐車場の出入ロの敦及び 位置､駐輪場の収容台数 優Uｦ迭��b�

横浜ショッピングデパート(西区) ��開閉店時刻/駐車場を利 用できる時間帯 賠｣3S�b�

上大岡駅前再開発ビル(港南区)愉東急古土守店ほか 刳J閉店時刻 賠ｦ鼎#R�

耳
&
墓
‡

市
商
連
で
は
平
成
2
年
度
第
2
回
通
常

/
寵
会
を
3
月
g
;
日
､
中
区
の
横
浜
市
技
能

文
化
会
館
で
開
催
'
平
成
S
3
年
度
事
業
計

画
と
予
算
に
つ
い
て
審
議
'
原
案
通
り
可

決
し
ま
し
た
｡

S
3
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
は
､
ハ
ー

ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
'
横
浜
市
勤
労
者
福

祉
共
済
事
業
(
ハ
マ
ふ
れ
ん
ど
)
　
の
管
理

運
営
(
横
浜
市
か
ら
の
受
託
事
業
)
'
商

店
街
役
員
･
商
店
経
営
者
等
の
他
都
市
視

察
研
修
'
市
商
連
情
報
化
推
進
(
機
関
紙

発
行
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
)
'
横
浜

市
商
店
街
Y
.
Y
.
ク
ラ
ブ
'
1
5
0
円
商

店
街
な
ど
を
昨
年
度
に
引
き
続
き
行
い
ま

す
｡
1
5
0
円
商
店
街
に
つ
い
て
は
6
月

4
日
(
土
)
に
'
｢
横
浜
〝
震
災
復
興
支
援
〟

1
5
0
円
商
店
街
｣
と
し
て
実
施
す
る
｡

新
規
事
業
と
し
て
は
'
以
下
の
3
事
業

を
実
施
し
ま
す
｡

川
｢
横
浜
う
ま
い
も
の
市
民
投
票
｣

(
3
年
度
は
'
対
象
を
コ
ロ
ッ
ケ
と
L
t

そ
れ
ら
を
カ
タ
ロ
グ
な
ど
で
告
知
､
市
民

投
票
･
顕
彰
に
よ
り
'
商
店
･
商
店
街
の

魅
力
及
び
集
客
力
の
向
上
を
図
る
)

の
音
楽
を
通
じ
た
地
域
交
流
活
性
化
活

動
｡
N
H
K
で
お
な
じ
み
の
音
楽
家
'
秦

万
里
子
さ
ん
指
導
の
も
と
で
各
区
に
コ
ー

ラ
ス
隊
を
結
成
'
新
た
な
地
域
交
流
の
輪

を
広
げ
る

伶
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
情
報
発
信
事
業
(
4

月
か
ら
t
 
V
k
の
隔
週
カ
ラ
オ
ケ
番
組

｢
ハ
マ
歌
s
H
O
W
｣
　
の
メ
イ
ン
ス
ポ
ン

サ
ー
と
な
り
'
各
区
ご
と
の
カ
ラ
オ
ケ
コ

ン
テ
ス
ト
と
共
に
商
店
街
を
紹
介
す
る
/

コ
ー
ナ
ー
も
盛
-
込
む
)
　
-
　
な
ど
｡

■
5
月
2
6
日
に
決
蔓
‡

平
成
㌶
年
度
の
市
商
連
決
算
総
会
を
5

月
5
8
日
､
横
浜
市
技
能
文
化
会
館
で
開
催

し
ま
す
o
議
題
は
'
平
成
2
年
度
の
事
業

報
告
並
び
に
収
支
決
算
な
ど
｡

ア
イ
メ
イ
ト
協
会
に
寄
付

4
月
訪
日
'
市
商
連
で
は
(
財
)
ア
イ

メ
イ
ト
協
会
に
'
約
仰
万
円
を
寄
付
し
た
｡

こ
の
寄
付
金
は
､
2
月
訪
日
に
開
催
し
た

｢
第
割
回
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
｣
で

実
施
し
た
募
金
活
動
で
集
ま
っ
た
も
の
｡

盲
目
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
'
栗
山
龍
太
さ
ん

が
参
加
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
多
-
の
観
客

が
募
金
に
協
力
し
た
｡

*
ア
イ
メ
イ
ト
協
会
は
'
盲
導
犬
の
育
成
'

視
覚
障
害
者
と
盲
導
犬
の
歩
行
指
導
を
通

じ
'
視
覚
障
害
者
の
自
立
を
支
援
す
る
団

体
｡

の
た
め
緊
急
融
資
を

男
伸
し
ま
す
-
･

÷
∵
㍉
二
■

土
げ
の
/
落
ち
込
み
が
特
に
大
き
い
市

内
中
小
企
業
の
支
援
を
す
る
た
め
'
本

市
制
度
融
資
に
｢
震
災
対
策
特
別
資
金
｣

を
創
設
し
ま
し
た
｡
本
資
金
は
'
金
利

が
-
･
5
%
以
内
と
い
う
低
利
の
資
金

で
あ
り
､
ま
た
'
利
用
者
が
信
用
保
証

協
会
へ
支
払
う
信
用
保
証
料
を
横
浜

市
が
全
額
助
成
す
る
も
の
で
'
大
変
有

利
な
資
金
と
な
っ
て
い
ま
す
｡

◎
横
浜
市
中
小
企
業
融
資
制
度
｢
震
災

対
策
特
別
資
金
｣

◇
融
資
対
象
者
　
東
北
地
方
太
平
洋

地
震
等
の
影
響
に
よ
り
'
最
近
-
か
月

の
純
売
上
高
が
'
最
近
3
か
年
の
い
ず

れ
か
の
年
の
同
期
と
比
較
し
劫
%
以

上
減
少
し
た
中
小
企
業
者

◇
資
金
使
途
　
運
転
資
金
及
び
設
備

資
金

◇
融
資
限
度
額
･
3
0
0
0
万
円
以
内

◇
融
資
期
間
･
5
年
以
内

◇
融
資
利
率
-
年
1
･
5
%
以
内

◇
保
証
料
率
-
全
額
助
成

◇
実
施
期
間
　
平
成
お
年
4
月
1
日

か
ら
平
成
S
3
年
9
月
1
1
日
ま
で

◇
融
資
の
申
込
　
直
接
金
融
機
関
へ

お
申
込
く
だ
さ
い
｡

【
問
い
合
わ
せ
先
】
横
浜
市
経
済
局
金

融
課
電
話
0
4
5
-
6
7
1
-
2
5
9
2

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】
制
度
の
詳
細
は
横
浜

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
-
だ
さ
い
｡

検
索
1
横
浜
市
　
中
小
企
業
融
資(

任
意
商
店
街
が
法
人
格
の
取
得
に
よ
り
更
に
強
力
に
な
り
ま
す

横
浜
市
で
は
'
商
店
街
の
組
織
強
化
の
　
環
と
し
て
'
任

意
商
店
街
の
法
人
化
を
支
援
し
て
い
ま
す
｡

任
意
商
店
街
が
法
人
化
を
行
っ
た
場
合
､
市
か
ら
1
0
万
円

の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
｡

*
任
意
商
店
街
を
今
な
ぜ
法
人
化
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
｡

◎
商
店
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド
'
街
路
灯
な
ど
の
施
設
に
起
因
し

て
事
故
が
発
生
し
た
場
合
'
任
意
商
店
街
の
場
合
'
全
て
の

責
任
を
商
店
街
代
表
者
個
人
が
負
う
こ
と
に
な
-
ま
す
｡
法

人
商
店
街
の
場
合
は
'
法
人
が
全
て
の
責
任
を
負
う
こ
と
に

な
り
代
表
者
個
人
の
責
任
は
任
意
商
店
街
と
比
べ
る
と
は
る

か
に
軽
減
さ
れ
ま
す
｡

◎
任
意
商
店
街
で
は
'
金
融
機
関
か
ら
の
融
資
を
受
け
に
-

く
'
ま
た
､
金
融
機
関
に
預
金
口
座
の
開
設
が
困
難
な
場
合
が

あ
り
ま
す
｡
法
人
商
店
街
の
場
合
は
､
こ
の
よ
う
な
問
題
は

な
く
'
任
意
商
店
街
に
比
べ
社
会
的
信
用
が
高
く
な
り
ま
す
｡

◎
商
店
街
が
､
国
か
ら

の
補
助
金
を
受
け
施
設

整
備
を
行
う
た
め
に
は

商
店
街
が
法
人
格
(
商

店
街
振
興
組
合
ま
た
は

中
小
企
業
協
同
組
合
)

を
有
し
て
い
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
｡

(
　
般
社
団
法
人
の
場

合
､
国
の
補
助
金
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
｡
)

*
商
店
街
法
人
化
補
助
金

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

横
浜
市
経
済
局
商
業
振

興
課

電

話

6

7

1

-

3

8

3

8

電

話

6

7

1

-

2

5

6

9

･
商
店
街
法
人
化
に
関
す
る

相
談
等
の
問
い
合
わ
せ
先

社
団
法
人
横
浜
市
商
店

街
総
連
合
会

電

話

6

6

2

-

0

8

7

4



昨年11月に実施した｢商店街うまいもの市｣｡
場所は空き店舗をオーナーが無償で提供

150円商店街で賑わう三ツ境商工会通り(通称､中央通り)
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(

き
っ
か
け
を
与
え
ら
れ
た
お
か
み
さ
ん
た
ち
◆
1
-
品
商
盛
に
企
聖
加

イ
ベ
ン
ト
運
営
の
楽
し
さ
実
感
　
　
瀬
管
区
.
三
ツ
境
商
工
会

◆
サ
ブ
ト
ン
･
ク
ラ
ブ
で
や
る
気
-
･

｢
何
か
の
き
っ
か
け
が
あ
れ
ば
'
商
店
街

活
動
に
参
加
'
で
き
る
範
囲
で
協
力
し
た
い
｣

と
い
う
人
は
少
な
く
な
い
｡

昨
年
1
1
月
に
初
め
て
お
か
み
さ
ん
た
ち
が

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
瀬
谷
区
二
一
ツ
境
商

工
会
の
場
合
'
｢
今
度
'
市
商
連
が
お
か
み
さ

ん
た
ち
の
交
流
会
を
開
く
ん
だ
け
ど
'
ほ
か

の
商
店
会
の
人
た
ち
と
食
事
や
お
し
ゃ
べ
り

を
楽
し
ん
で
き
た
ら
｣
と
い
う
石
垣
徳
知
会

長
か
ら
の
誘
い
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
｡

交
流
会
と
は
､
昨
年
u
月
8
日
夕
方
か
ら

横
浜
駅
東
口
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
開
催
さ
れ
た

｢

z

a

b

u

-

O

n

 

C

l

u

b

｣

　

(

ザ

プ

ト

ン
･
ク
ラ
ブ
)
初
の
会
合
の
こ
と
｡
9
商
店

会
か
ら
S
3
人
の
お
か
み
さ
ん
や
事
務
局
員
が

参
加
'
料
理
や
飲
み
物
を
楽
し
み
な
が
ら
'

各
商
店
会
ご
と
に
近
況
や
女
性
た
ち
の
活
動

を
発
表
し
た
　
(
初
会
合
の
様
子
は
1
5
7
号

=
2
0
5
.
L
t
で
紹
介
)
0

一
一
ツ
境
商
工
会
か
ら
参
加
し
た
'
小
林
博

子
さ
ん
　
(
鶴
)
'
山
井
秀
子
さ
ん
　
(
盟
)
'
北

村
香
代
子
さ
ん
　
(
5
)
　
の
3
人
は
'
｢
女
性

た
ち
が
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
商
店
会
が

い
く
つ
も
あ
る
ん
だ
｣
と
驚
い
た
｡

交
流
会
終
了
後
3
人
は
｢
私
た
ち
も
何
か

や
ろ
う
｣
と
意
気
投
合
｡
隣
接
す
る
一
一
ツ
境

駅
前
商
店
会
と
ニ
ッ
境
商
工
会
が
共
催
で
l

月
㌘
'
8
S
　
(
土
'
日
)
　
に
予
定
し
て
い
る
横

浜
Y
.
Y
1
5
0
円
商
店
街
で
'
｢
商
店
街
う

ま
い
も
の
市
｣
を
や
る
こ
と
に
｡
｢
お
い
し

い
け
ど
立
地
の
関
係
な
ど
で
､
意
外
に
知
ら

れ
て
い
な
い
店
の
商
品
を
'
イ
ベ
ン
ト
会
場

で
　
緒
に
並
べ
て
売
っ
て
み
る
｡
そ
れ
ら
の

店
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
'
商
店
街
の

お
客
さ
ん
も
増
え
る
か
も
し
れ
な
い
｣
と
い

う
発
想
か
ら
だ
｡

準
備
期
問
は
加
日
足
ら
ず
だ
が
､
2
商
店

街
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
'
多
く

の
来
街
者
が
見
込
め
る
｡
や
る
な
ら
こ
の
時

と
判
断
し
た
｡

山
井
さ
ん
と
北
村
さ
ん

が
中
心
と
な
り
商
店
街
の

お
か
み
さ
ん
た
ち
に
声
を

か
け
'
ザ
ブ
ト
ン
･
ク
ラ

ブ
参
加
者
以
外
に
3
人
が

協
力
し
て
-
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
｡

売
っ
た
商
品
は
'
団
子
'

唐
揚
げ
'
ド
ー
ナ
ツ
'
お

に
ぎ
り
と
じ
ゃ
が
い
も
'

た
ま
ね
ぎ
｡
各
店
で
売
っ

て
い
る
も
の
を
通
常
の
売

値
で
買
い
取
り
'
そ
の
値

段
で
売
っ
た
の
で
利
益
は

な
い
｡
予
算
の
4
万
円
は
'

商
店
会
か
ら
借
-
た
｡

◆
地
理
織
8
･
4
芝
E
Z
な
し
で
準
備

会
場
設
営
や
販
売
は
す
べ
て
お
か
み
さ
ん

た
ち
｡
し
か
し
'
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
に

｢
女
性
部
｣
な
ど
の
組
織
を
つ
く
っ
た
わ
け

で
も
な
い
｡
企
画
書
そ
の
他
の
連
絡
文
書
も

作
っ
て
い
な
い
｡
山
井
さ
ん
と
北
村
さ
ん
の

2
人
で
殆
ど
段
取
-
を
L
t
必
要
に
応
じ
て

立
ち
話
的
な
打
ち
合
わ
せ
を
し
な
が
ら
､
準

備
を
進
め
た
｡

当
日
は
'
用
意
し
た
商
品
は
い
ず
れ
も
想

定
よ
り
か
な
り
早
-
売
り
切
れ
た
o
 
E
B
円
1

1
5
0
円
程
度
と
い
う
価
格
､
商
店
街
で
開

催
し
た
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
食
べ
な
が
ら
見

て
ま
わ
れ
る
手
軽
さ
が
人
気
を
集
め
た
よ
う

だ
｡◆

7
月
に
第
2
弾
を
予
定

終
了
後
'
軽
-
打
ち
上
げ
を
し
た
が
､
参

加
し
た
全
員
か
ら
｢
楽
し
か
っ
た
｡
ま
た
や

り
た
い
ね
｣
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
｡
そ
こ

で
､
7
月
の
灯
寵
ま
つ
-
で
も
｢
商
店
街
う

ま
い
も
の
市
｣
　
の
よ
う
な
企
画
を
実
施
す
る

こ
と
に
決
定
｡
今
度
は
協
力
者
も
2
人
増
え

る
｡
前
回
は
買
い
取
っ
た
商
品
を
そ
の
ま
ま

売
る
だ
け
だ
っ
た
が
'
7
月
は
'
漬
け
物
を

つ
-
り
｢
多
少
は
利
益
を
｣
と
も
考
え
て
い

る
と
い
う
｡

｢
今
は
ま
だ
組
織
を
つ
く
っ
て
き
っ
ち
り

事
業
を
進
め
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
｣
と

い
う
が
'
協
力
し
て
事
業
を
進
め
る
お
も
し

ろ
さ
'
大
勢
の
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ

く
楽
し
さ
に
は
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
｡
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街
路
灯
電
球
を
L
E
D
に
｡
維
持
費
は
大
幅
減
!

兼
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援
活
動

瀬
谷
区
の
三
ツ
境
駅
前
商
店
会
は
4
月
､

街
路
灯
を
L
E
D
電
球
使
用
の
省
エ
ネ
タ

イ
プ
に
建
て
替
え
た
｡

街
路
灯
瓢
本
の
ほ
か
'
片
ア
ー
チ
3
基

も
併
せ
て
設
置
し
た
｡
片
ア
ー
チ
は
横
I

m
t
縦
o
･
5
m
の
長
方
形
で
電
光
掲
示
板

つ
き
｡

特
徴
は
'
電
球
を
L
E
D
に
し
た
こ
と
｡

L
E
D
電
球
は
'
白
熱
電
球
の
6
分
の
1

程
度
の
電
力
消
費
量
(
試
算
)
　
で
'
電
球

の
寿
命
も
1
0
年
と
か
な
-
長
い
｡
L
E
D

電
球
は
白
熱
電
球
に
比
べ
価
格
は
高
い
が
'

省
電
力
､
長
寿
命
な
ど
を
考
慮
す
る
と
'

ト
ー
タ
ル
で
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
と
い

う
｡
L
E
D
街
路
灯
使
用
の
場
合
に
は
市

の
助
成
金
も
上
乗
せ
さ
れ
る
　
(
荏
)
0

ま
た
'
従
来
の
街
路
灯
は
電
球
の
ま
わ

り
全
部
を
照
ら
す
も
の
だ
っ
た
が
､
今
回

の
も
の
は
､
真
下
だ
け
を
照
ら
す
よ
う
に

な
っ
て
い
る
｡
こ
の
た
め
'
道
路
面
は
従

来
よ
り
明
る
く
な
っ
た
｡

｢
デ
ザ
イ
ン
は
､
装
飾
性
よ
り
も
機
能

性
､
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
を
重
視
し
た
シ
ン

プ
ル
な
も
の
｣
　
(
同
商
店
会
役
員
の
渡
辺

薫
氏
)
｡

施
工
は
市
内
戸
塚
区
の
(
秩
)
京
成
電
子
｡

建
て
替
え
た
目
的
は
'
凹
二
ツ
境
駅
前

商
店
会
は
'
1
ツ
境
駅
前
商
店
振
興
会
と

合
併
し
て
2
年
が
経
過
し
た
が
'
街
路
灯

は
別
々
の
ま
ま
で
違
和
感
が
あ
っ
た
｡
同

じ
街
路
灯
に
す
る
こ
と
で
　
体
感
が
高
ま

る
､
の
ニ
ッ
境
駅
前
商
店
会
分
の
既
存

の
街
路
灯
お
よ
び
ア
ー
チ
の
老
朽
化
が
目

立
っ
て
い
た
､
伶
省
エ
ネ
街
路
灯
に
す
る

こ
と
で
'
電
気
代
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
'

そ
の
分
を
販
促
費
な
ど
に
ま
わ
せ
る
'
仲

エ
コ
商
店
街
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
も
高
ま

る
'
な
ど
｡

な
お
市
経
済
局
に
よ
る
と
'
市
内
で
L

E
D
街
路
灯
を
設
置
し
た
商
店
会
は
'
二

ツ
境
駅
前
商
店
会
で
4
事
例
目
｡

(
荏
)
　
通
常
の
電
球
を
用
い
た
街
路
灯
の

市
補
助
金
は
1
本
あ
た
り
8
万
円
(
補
助

率
知
%
)
　
だ
が
､
L
E
D
そ
の
他
'
市
地

球
温
暖
化
対
策
事
業
本
部
が
認
め
る
電
球

を
用
い
た
街
路
灯
は
､
1
本
あ
た
り
1
4
万

円
(
上
限
5
0
0
万
円
)
　
と
な
る
｡

(

東
日
本
大
震
災
､
そ
し
て
そ
れ
に
続
く
福
島

第
1
原
発
の
大
事
故
に
よ
り
､
東
日
本
･
太
平

洋
側
を
中
心
に
多
く
の
市
町
村
が
甚
大
な
被
害

を
受
け
て
い
る
が
､
そ
れ
ら
被
災
地
へ
の
支
援

活
動
が
日
本
中
で
続
い
て
い
る
｡
市
内
で
も
多

く
の
商
店
会
が
様
々
な
支
援
活
動
を
展
開
し
て

い
る
｡
そ
の
一
部
を
抜
粋
し
た
｡

◆
募
金
や
イ
ベ
ン
ト
中
止
分
を
孝
吉

神
奈
川
区
の
大
口
通
商
店
街
協
組
は
義
援
金

を
t
 
m
加
盟
店
か
ら
募
金
､
偽
春
の
イ
ベ
ン
ト

中
止
で
浮
い
た
分
'
伶
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン

ト
で
の
募
金
の
総
額
約
1
1
4
万
円
を
3
月
か

日
に
地
元
郵
便
局
を
通
じ
て
送
金
し
た
｡

◆
チ
ャ
リ
テ
ィ
I
馨
‡

神
奈
川
区
の
六
角
橋
商
店
街
連
合
会
が
3
月

知
日
～
4
月
2
日
ま
で
､
同
商
店
街
内
で
実

施
｡
千
円
以
上
寄
付

す
る
と
プ
ロ
が
似
顔

絵
を
描
い
て
く
れ
る

と
い
う
企
画
｡
期
間

中
'
約
1
6
0
名
が

協
力
'
義
援
金
線
額

約
1
8
万
円
は
神
奈
川

新
聞
社
を
通
じ
て
被

災
地
に
送
金
し
た
｡

◆
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
フ
リ
マ

保
土
ヶ
谷
区
の
天
王
町
商
店
街
協
組
は
'
5

月
お
～
g
i
の
2
日
間
､
東
日
本
大
震
災
支
援
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
'
出
店
者
の
出
店

料
(
1
日
2
千
円
'
2
日
2
5
0
0
円
)
　
を
被

災
地
に
寄
付
す
る
｡

(

◆
駅
前
で
街
頭
募
垂
活
動

瀬
谷
区
商
連
は
4
月
8
日
'
相
鉄
線
瀬
谷
駅
北

口
で
約
2
時
間
'
東
日
本
大
震
災
の
義
援
金
募
金

活
動
を
行
い
'
約
6
万
円
が
集
ま
っ
た
｡
こ
の
義

援
金
は
市
商
連
に
届
け
'
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ

て
被
災
地
に
送
ら
れ
る
｡

◆
各
店
で
募
金
&
街
頭
春
吉
&
セ
ー
ル

南
区
の
横
浜
弘
明
寺
商
店
街
協
組
は
t
 
m
加
盟

各
店
に
｢
義
援
金
募
金
箱
｣
を
設
置
､
脚
各
店
主

た
ち
が
同
商
店
街
中
央
の
観
音
橋
で
街
頭
募
金
'

榊
4
月
中
､
｢
震
災
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
セ
ー

ル
｣
を
実
施
､
売
-
上
げ
金
の
　
部
を
寄
付
'
な

ど
の
支
援
活
動
を
実
施
し
た
｡

◆
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
イ
ブ

中
区
の
協
組
伊
勢
佐
木
町
商
店
街
で
は
'
大
震

災
後
の
3
月
1
9
日
以
降
は
ラ
イ
ブ
演
奏
な
ど
が
楽

し
め
る
多
目
的
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
｢
伊
勢
佐
木

倶
楽
部
C
R
O
S
S
S
T
R
E
E
T
｣
の
入
場
者
に
'
｢
1

0
0
円
以
上
の
義
援
金
｣
を
お
願
い
し
て
い
る
(
過

常
は
無
料
)
｡

4
月
1
3
日
ま
で
の
分
'
約
1
8
万
5
千
円
は
日
本

赤
十
字
社
に
送
金
し
た
｡
義
援
金
の
お
願
い
は
当

分
続
け
る
｡
今
後
は
ラ
イ
ブ
以
外
の
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て
も
募
金
活
動
を
行
う
予
定
｡

◆
ア
ー
ト
と
食
で
一
義

中
区
の
吉
田
町
名
店
街
会
は
､
市
内
3
人
の
画

家
が
被
災
前
の
三
陸
の
風
景
を
描
い
た
水
彩
画
や

被
災
地
の
生
鮮
野
菜
'
地
酒
な
ど
を
即
売
す
る
､

｢
ア
ー
ト
と
食
の
イ
ベ
ン
ト
､
ガ
ッ
ツ
!
三
陸
｣

を
5
月
9
-
1
5
日
､
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ミ
ロ
で
開
催
｡

売
上
は
全
額
'
義
援
金
と
す
る
｡


